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決
断
を
評
価

富
岡
由
紀
夫
民
主
党
県
連

会
長
の
話

鳩
山
首
相
の
決

断
を
評
価
し
た
い
。
決
意
を

重
く
受
け
止
め
、
原
点
に
立

ち
返
っ
て
新
生
民
主
党
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
非

常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

解

説
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歴
史
的
な
政

権
交
代
の
顔
だ

っ
た
鳩
山
由
紀
夫
首
相
が
就

任
８
カ
月
余
り
で
退
陣
に
追

い
込
ま
れ
た
。
「
こ
の
ま
ま

で
は
参
院
選
惨
敗
は
必
至
」

と
の
民
主
党
内
の
危
機
感

が
、
続
投
を
望
ん
だ
首
相
を

津
波
の
よ
う
に
の
み
込
ん
だ

形
だ
。
こ
の
事
態
を
招
い
た

最
大
の
原
因
は
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
移
設
問
題
の
迷
走

に
象
徴
さ
れ
る
首
相
の
政
治

指
導
者
と
し
て
の
資
質
、
能

力
の
欠
如
に
あ
る
。
政
権
交

代
へ
の
国
民
の
期
待
を
失
望

に
変
え
た
責
任
は
限
り
な
く

重
い
。

だ
が
、
そ
の
責
任
は
民
主

党
全
体
が
負
う
べ
き
も
の

だ
。
事
業
仕
分
け
は
高
い
評

価
を
得
た
も
の
の
、
衆
院
選

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
政
権
公
約
）

に
掲
げ
た
「
税
金
の
無
駄
遣

い
根
絶
」
に
は
遠
く
、
総
予

算
の
組
み
替
え
で
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
実
現
の
財
源
を
捻
出
す

る
約
束
も
実
現
の
め
ど
は
立

っ
て
い
な
い
。
鳴
り
物
入
り

の
「
政
治
家
主
導
」
も
空
回

り
続
き
だ
。
難
し
い
政
策
調

整
を
首
相
、
内
閣
任
せ
に
し

て
き
た
党
側
の
対
応
も
無
責

任
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。

問
わ
れ
て
い
る
の
は
民
主

党
と
し
て
の
政
権
担
当
能
力

で
あ
り
、
顔
を
す
げ
替
え
れ

ば
国
民
の
期
待
は
戻
る
と
考

え
る
の
は
早
計
だ
。

鳩
山
内
閣
の
反
省
を
踏
ま

え
、
政
権
を
ど
う
立
て
直
す

か
。
新
代
表
に
は
、
政
策
の

優
先
順
位
と
政
策
決
定
の
在

り
方
に
つ
い
て
明
確
な
方
針

を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
首
相
と
小
沢
一
郎
幹
事

長
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題

に
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
も

信
頼
回
復
の
条
件
に
な
る
。

国
民
の
期
待

失
望
に
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民主党の両院議員総会で退陣を表明する
鳩山首相＝２日午前、国会

鳩
山
由
紀
夫
首
相

は

２
日
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場

（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の
移

設
問
題
を
め
ぐ
る
社
民
党
の

連
立
離
脱
な
ど
政
権
運
営
の

混
乱
の
責
任
を
取
り
、
退
陣

す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
民

主
党
の
緊
急
両
院
議
員
総
会

で
「
こ
の
職
を
引
か
せ
て
い

た
だ
く
」
と
述
べ
た
。
首
相

は
小
沢
一
郎
幹
事
長

に

辞
任
を
求
め
、
小
沢
氏
も
了

承
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し

た
。内

閣
や
党
の
支
持
率
の
低

迷
で
、
７
月
に
想
定
さ
れ
る

参
院
選
で
改
選
を
迎
え
る
議

員
ら
の
間
で
退
陣
論
が
強
ま

っ
て
い
た
。
昨
年
９
月
の
政

権
交
代
か
ら
８
カ
月
余
り
で

の
退
陣
で
、
細
川
内
閣
と
並

ぶ
短
命
政
権
に
な
る
。

鳩
山
内
閣
は
近
く
総
辞

職
。
民
主
党
は
後
継
代
表
を

選
出
す
る
両
院
議
員
総
会
を

４
日
に
開
催
し
、
首
相
指
名

を
経
て
新
政
権
を
発
足
さ
せ

る
方
針
だ
。
次
期
首
相
候
補

に
は
、
菅
直
人
副
総
理
兼
財

務
相

ら
の
名
が
挙
が
っ

て
い
る
。

民
主
党
幹
部
は
６
月

日

ま
で
の
今
国
会
会
期
を
延
長

し
な
い
考
え
を
示
し
て
お

り
、
そ
の
場
合
、
参
院
選
は

「
６
月

日
公
示
―
７
月

日
投
開
票
」
の
見
通
し
だ
。

普
天
間
問
題
で
は
日
米
両

政
府
が
５
月

日
、
移
設
先

を
現
行
計
画
と
ほ
ぼ
同
じ
名

護
市
辺
野
古
崎
地
区
と
す
る

共
同
声
明
を
発
表
。
「
最
低

で
も
県
外
」
と
し
て
い
た
首

相
の
発
言
は
実
行
さ
れ
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
日
米
合
意
を

踏
ま
え
た
政
府
方
針
へ
の
署

名
を
拒
否
し
た
福
島
瑞
穂
社

民
党
党
首
を
消
費
者
行
政
担

当
相
か
ら
罷
免
。
社
民
党
は

同

日
、
連
立
離
脱
を
決
め

た
。
直
後
の
共
同
通
信
の
世

論
調
査
で
内
閣
支
持
率
は

・
１
％
ま
で
下
落
。
参
院
選

の
比
例
代
表
投
票
先
、
政
党

支
持
率
と
も
に
自
民
党
が
民

主
党
を
政
権
交
代
後
初
め
て

上
回
っ
た
。

首
相
は
先
月

日
と
今
月

１
日
の
２
回
、
小
沢
氏
と
輿

石
東
参
院
議
員
会
長
と
会

談
。
党
側
は
参
院
選
の
厳
し

い
情
勢
を
伝
え
、
辞
任
を
促

し
た
が
、
首
相
は
応
じ
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
参
院

執
行
部
で
首
相
へ
の
不
満
が

高
ま
っ
て
い
た
。

民
主
党
は
昨
年
８
月
の
衆

院
選
で
圧
勝
。
鳩
山
氏
が
第

代
首
相
に
選
出
さ
れ
、
社

民
、
国
民
新
両
党
と
の
連
立

で
鳩
山
政
権
が
発
足
し
た
。


